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適性検査�
時間４５分

（１１：１５～１２：００）

あい ず

１ この用紙は「始め」の合図があるまで開いてはいけません。
まいすう

２ 用紙は全部で７枚あります。指示にしたがって用紙の右下のすみをめくり，枚数
かくにん

を確認しなさい。枚数が不足していたら，だまって手をあげなさい。
らん

３ すべての用紙の右上の決められた欄に受検番号を書きなさい。

４ 「始め」の合図で用紙を開き，解答を始めなさい。

５ 印刷が悪かったり，筆記用具を落としたりしたときなどは，だまって手をあげな

さい。

６ 「やめ」の合図で，すぐに筆記用具を置き，表紙を上にして机の上に置きなさい。

７ この用紙を持ち帰ってはいけません。

〈 注 意 〉

受検番号

1 枚目



A D

B C

あ 

１年生から３年生までは，折り紙を半分に折って，

それを切ってできる長方形の紙に，書いてもらい

ましょう。

４年生と５年生には，折り紙から正三角形を作っ

てもらい，その紙に書いてもらいましょう。
まきこ

どうすれば折り紙から正三角形を作れるのかしら。さとしさんはどう思う。

ようこ

A

B

D A D

C B C

折り目 正三角形 

こうすれば，作ることができるんじゃないかな。

①図１のように折り紙を辺AB，

辺DCが重なるように半分に

折って，折り目をつける。

②図２のように折る。

③図２の辺AB，辺DCにそって

切り取る。

さとし

図２図１

１ さとしさんたちは，６年生を送る会の実行委員になり，６年生を送る会について話し
合っています。６年生への感謝の言葉を，１年生から５年生までの１人１人に１枚ずつ
書いてもらい，学年ごとにまとめてはりだすことになりました。

（１） さとしさんの考えた方法で正三角形ができる理由を，次の３つの言葉をすべて使って
の中に書きましょう。３つの言葉は，何度使ってもかまいません。

辺AB 辺 DC 折り紙

（２） 下の図は，さとしさんの考えた図２を表しています。○あの角の大きさを（ ）の中
に書きましょう。

（ ）度

受検番号

2 枚目



もぞう紙 

１人１人が書いた感謝の言葉の紙を，もぞう紙にならべてはりましょう。１年生

から３年生までは，長方形の紙をならべて，それぞれの学年で図３のような大き

な正方形を，４年生と５年生は正三角形の紙をならべて，それぞれの学年で図４

のような大きな正三角形を作りましょう。ようこ

すき間 重なり 
おもしろそうね。紙と紙の間にすき間ができたり，

重なりができたりしないようにしたいわね。
まきこ

ようこ

それぞれの紙の辺と辺をくっつけるようにしていけば，すき間や

重なりができずにならべられそうね。

できあがる大きな正方形の１辺の長さ（ ）cm

［理由］

（３）１年生の人数が７２人のとき，できあがる大きな正方形の１辺の長さは，何 cmに
なりますか。できあがる大きな正方形の１辺の長さを（ ）の中に書きましょう。
また，その理由を の中に，図や表や式などを使って書きましょう。
ただし，折り紙の１辺の長さは，１５cmです。

や は，１人１人が
感謝の言葉を書いた紙

感謝の言葉の紙を
ならべてできた大
きな正三角形

感謝の言葉の紙を
ならべてできた大
きな正方形

図３ 図４

受検番号

3 枚目



感謝の言葉を書いた紙をすべて使って，大きな正方形や正三角形を作るためには，

それぞれの学年で書いた紙の枚数だけでは，足りなくなることもあるね。

さとし

５年生の人数は１０２人だったわね。

１０２枚の正三角形の紙をすべて使ったときに，その紙の枚数だけで大きな正三角形は

できるのかしら。何か調べる方法はないのかな。
まきこ

1 

95

43

86

2

7

1 段目 

2 段目 

3 段目 

段　　　数 

1 段目から使わ
れた正三角形の
紙の合計枚数 

1 2 3

1 4 9

ようこさんの図を見ていたら，

こんな表を思いついたよ。

さとし

図を書いて，上から順に数えていけば

いいと思うわ。

ようこ

１０２枚だけで大きな正三角形は（ できる できない ）

［理由］

（４） さとしさんたちは，５年生が作る１０２枚の感謝の言葉を書いた正三角形の紙をすべ
て使ったときに，その紙の枚数だけで大きな正三角形を作ることができるのかを考え
ています。１０２枚だけで大きな正三角形ができるときは（ ）の中の できる を，
できないときには できない を で囲みましょう。
また，その理由を の中に，図や表や式などを使って書きましょう。

受検番号

4 枚目



ア イ 

ウ 

棒 1

棒 2

② 

① 

15

【材料と使い方】
ぼう

・図１の棒１と棒２の長さは３０cmで，重さはそれぞれ５gです。
・棒には１cmごとに目もりがついているので，目もりの位置に糸でおもり
をつるします。

・おもりは，☆（１０g），△（１５g），◇（２０g）の中から１個ずつ選んでア～ウ
に使います。

・図１の棒１と棒２を糸で支える の位置は，その棒の真ん中にします。

・糸の長さはすべて１５cmにします。（糸の重さは考えないものとします。）
・棒１と棒２は，それぞれ水平につり合うようにします。

【作る順序】

・図１の①の部分から作ります。図１

＜たろうさんたちが考えたかざりの作り方の説明書＞

図１の①の部分を作ってみようよ。

たろう
棒１が水平につり合うように，使うおもりをつるす位置を考えて，

①の部分を図にかいてみよう。
たけし

10

棒 1

15

9 6 棒 1 9 6

15 20

図２ 図３

［水平につり合わない理由］

２ たろうさんの学級では，参観日までに教室にかざりをつけることになりました。たろう
さんたちは，かざりの作り方の説明書を書いて学級のみんなにわたすことにしました。
下の図や文章はたろうさんたちが考えた説明書です。

下の図２と図３は，たろうさんたちがかいた図です。

（１） 上の図２と図３で，実際に作ったときに，図２の棒１は水平につり合い，図３の
棒１は水平につり合いませんでした。
図３で棒１が水平につり合わない理由を の中に式を使って書きましよう。

受検番号

5 枚目



棒 1

① 

10 15

9 6 図２のようにすれば水平につり合うんだね。

①の部分は，２つのおもりの重さを合わせると２５g
で，棒１の重さが５gだから，全体で３０gになるん
だね。次に②のようにかざりを作ろうよ。

たけし

② 

① 

棒 2

棒 1

ふれている部分 

10 15

9 6

96

20

図４のように作ってみたら，棒２は水平に

つり合っているけれど，棒１とおもりがふ

れてしまったよ。

棒２が水平につり合ったままで，棒１とお

もりがふれないようにすることができない

かな。たろう

図４

図４の棒２につるしている，①の部分とおもりをつるしている位置を

動かせばできるんじゃないかな。
たけし

棒 2

［棒１とおもりがふれないようにしたときの位置］

［理由］

（２）

棒 2

（例） 

ア イ 

たけしさんが話しているように動かしてみると，棒２が水平につり合ったままで
棒１とおもりがふれないようになりました。
たけしさんは，どのように動かしたのでしょうか。

（例）を参考に，①の部分をつるす位置をア，おもり
をつるす位置をイとして， の中の図に で示
しましょう。ただし， は目もりのついている位置に
つけることにします。
また，そのように考えた理由を の中に書きましょう。

受検番号

6 枚目



棒 2 C D

棒 1 A B

10 20

15

図５の残りの B～Dの長さを決めて，

かざりを完成させようよ。
たけし

図５の Aの長さを１０cmにしてみ
たらどうかしら。

ともこ

わたしは，図５のようにかざりを作りたいわ。

ともこ

図５のように，棒１と棒２をそれぞれ水平につり

合わせて，棒１とおもりがふれないようにして

かざりを完成させるためには，A～Dの長さがわ

かればいいんだね。
たけし

図５

B cm C cm D cm

（３） 図５のように，棒１と棒２をそれぞれ水平につり合わせて，棒１とおもりがふれな
いようにかざりを完成させたときの，B～Dの長さを の中に書きましょう。
ただし，目もりの位置におもりをつるすことにします。

受検番号

7 枚目
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